




　㈱キューピットは、新潟市内を中心に
14店舗を展開する地域密着型のスー
パーマーケット。商圏内の消費者ニーズ
を取り込みながら、さらに、地域内では
キューピットでしか買えない商品を取り揃
えることで、「お客さまに喜ばれる店づくり

を行っています」と木村店
長。それらが「キューピット
オリジナル」商品であり、

「キューピットセレクション」
として行った「コストコフェ
ア」や「成城石井フェア」
である。「地場のおいしさ
を大切にしながら、新潟で
は手に入りにくいコストコ
や成城石井の商品を品
揃えすることで、よりいっそ
う買物を楽しんでもらえる
ことから、お客さまに喜ば
れています」と木村店長。

　同社は、売場づくりにも積極的に取り
組んでおり、「POP作成」の社内研修を
実施している。研修終了者が実際に作成
し、店舗に掲出された優秀なPOPは表彰
される。さらに、ディスプレイコンテストも自
社内企画としても実施。審査は社長が行
い、同様に、優秀な売場は表彰される。こ
れらは、「売場を通じて、いかにお客さまに
訴求するかを、従業員一人ひとりが考え
る機会と場を与え、浸透させることが目的
です」と木村店長。
　今回は、「ハロウィンというテーマで、
パーティー向きの酒類でのコンテストを実
施していただいたサントリーさんにも感謝
です」と木村店長。今回のコンテストを通
して、店づくりには社長や本部のバイヤー
と、メーカー、そして店舗スタッフのすべて
が一丸となって取り組むことで、大きな成
果になると再確認できたという。今後も、
機会があれば、積極的にコンテストに参加
をしていきたいとのことである。

　 昨 年の秋に開 催されたサントリー
「Halloween 2016　ディスプレイコンテ
スト」の総合コースにおいて、グランプリを
受賞したのは㈱キューピット（新潟県新潟
市、堀川裕司代表取締役社長）の南紫
竹店である。同店の木村智昭店長は「な
んといってもグランプリで
すから、とても光栄です」と
語ってくれた。
　イベント企画として、各
売場でハロウィンをテーマ
に本格的に取り組んだの
は今回が初めてとのこと。
そのなかで、ポイントのひと
つになったのが今回の売
場である。木村店長は「大
人のハロウィンを意識し
た」ということで、ビールか
らワイン、ウイスキー、バー
ボンと多彩なラインアップ
での商品陳列を行った。さらに、バナーを
生かしてウエルカムゲートのように高さの
ある空間をつくり出したり、楽しさを演出す
るオリジナルPOPにより、視認効果アップ
や興味喚起、購買促進が図られている。

「写真ではわかりにくいですが、動く魔女
人形をディスプレイしています」と木村店
長。人が近づくとセンサーが反応し、動き
ながらケタケタ笑う人形は、遊び心であ
り、楽しい売場のエッセンスでもある。
　キューピットのスローガンは「おいしい・
たのしい・やさしいお店」であり、それをイ
ベントや売場づくりに常に反映することを
考えている。ハロウィンイベント当日は、木
村店長自ら魔女に仮装をして、店内を盛
り上げることで楽しい店づくりを実践して
いた。
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ハロウィンパーティーの楽しさを来店者に伝えることを考えた
構成・演出によってつくられた売場である
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店長自ら魔女の仮装をして取り組んだ
イベントは、楽しい売場と大好評だった！


